
























































































































































































































































るのである｡`12) <N 1 +旦⊥+N2+旦且(分析的使役表現)
*v2は意志動詞(ただし､"便…類を除く)





















































さらに､中国語結果構文には､ (他動型)､ (受動型)､ (自動型)､ (原因型)という4つのタイプが認めら
れる｡これらは､広義のヴォイス(自他交替)の角度から､次の2種類の派生関係によって捉えることが
できる｡
Ⅰ. (他動型)
Ⅱ. (自動型)
項の降格
(受動型)
(原因型)
原因項の導入
中国語の結果構文には､ (他動型)から(受動型)が派生する｢他一日｣の交替パタンと(自動型)から
(原因型)が派生する｢自-他｣の交替パタンが存する｡
とりわけ､未解決の重要な研究課題の1つは､前項述語が非限界的な非能格動詞を取るタイプ(Chen
and Huang1994の(非能格型))からも(原因型)が派生することであった｡原因項には使役動詞の関与が
必要である｡本研究の主張に基づけば､ (自動型)は使役構造を持つことを示すことができるので､そこ
から(原因型)が派生する問題を体系的に解消することができる｡
派生的(強い)結果構文よりも広い範囲を許容する中国語の結果構文には､動詞の意味的な制約とは別
の原理が働いている｡印欧語を文法モデルとした道具立てや理論的枠組みを用いて､当該構文の使役の
出どころや(原因型)が派生する動機を的確に指摘するのは困難である｡英語結果構文は行為動詞に結
果を継ぎ足すという派生方向を有するが､中国語は､誓えて言えば､変化結果(完了点)からそこに至る
プロセスを眺める言語である｡中国語の因果関係を捉える視点は､一貫して結果から原因(行為)へと向
けられているのである｡影山(1996)やWashio(1997)の類型が中国語にうまく適合しないのは､このよ
うな理由による｡世界諸言語の結果構文について議論する際は､構文形成のメカニズムの質的違いにも
十分留意しなければならない｡
以上
論文審査結果の要旨
本論文は､現代中国語で生産的な原因一結果型のVR構造の分析を通して､伝統的な中国語文法の記
述に再検討を迫り､一般言語理論に基づく結果構文研究に新たな証拠を提示したものである｡
第1章では､先行研究を概観し､従来の理論的分析では､孤立語タイプに属する中国語の結果構文の
使役義の出どころや述語の複合現象の動機を合理的･体系的に説明できないことを指摘する｡
第2章では､ ①(他動型)と呼ばれる典型的な他動的結果構文の使役義は述語の複合化によって生じる
｢動詞+目的語｣ (VR+0)という語順が担い表すこと､ ②VRの結合パタンは結果を表すRに原因を表
すVを継ぎ足す形をとることを主張する｡既に他動詞用法を失っているRがVと結合することによって
他動詞的意味を獲得する過程を惹起するこの形成パタンは､従来の結果構文研究において記述されてこ
なかったタイプであることが論じられる｡
第3章では､変化性や結果性に乏しい中国語動詞のアスペクト特性が､前章で提示された｢結果に原
因を継ぎ足す｣結合パタンと整合することを検証し､さらに､ VR構造のアスペクトは完了点のみによっ
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て特徴づけられることから､中国語が基本的に結果重視型の言語であり､表現の視点は変化を被る対象
のところに位置していることを看破し､VRがRを軸に形成されることの妥当性を主張する｡
第4~章では､兼語式使役文との関係性からVR構造の体系的位置づけを行い､第二章の主張内容を検
証する｡使役に関してゼロ形態である兼語文とVR構文の形式上の違いは､原因と結果の関係の介在度
すなわち使役性の高低の違いから捉えることができ､動作対象を複合述語の目的語位置に据えるVR構
文は使役力を強化した文法形式であ/り､動詞連続構造として捉えるのが妥当であると論ずる｡
第5章では､ 2種類の自動詞結果構文､すなわち(受動型)と呼ばれる自然被動文と(自動型)と呼ばれ
る再帰的意味構造をもつ構文の文法構造について検討し､これらに現れる主語名詞句の意味役割はいず
れも対象または経験者であると主張する｡
第6章では､従来の分析では解明されなかった(原因型)結果構文に二重使役の意味構造を提案し､再
帰的意味構造をもつ(自動型)が原因項を導入されて派生したものであり､原因項の継ぎ足しはVR構造
の派生方向を拡張したものであることを明快に論じている｡
本論文は､中国語結果構文の(他動型)を主軸にして､ (受動型) (自動型)､さらに周辺的な(原因型)の
形成パタンはすべて､結果に原因を継ぎ足すVR構造の結合パタンによって特徴づけられる連続体とし
て捉えることが可能であることを合理的･体系的に論じた説得力ある研究である｡
よって､本論文の提出者は､博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる｡
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